
令和８年 3月 12日

＜活動内容＞ ＜活動の様子＞

＜目的＞

＜成果＞

【課題点】

・他業種の仕事を経験することでマナーや作業スキルが向上します。

・3年目になり安定しスキルも向上していますが、仕分け作業に得手不得手

があります。また配達に要する時間にも個人差があることが課題です。

・障がい者が地域で働く様子を目にすることで理解が深まります。

・新しい目標の発見や自信につながり、一般就労を見据えた訓練のきっかけ

になります。

【対象者にとってのメリット】

【実施した結果・得られた成果】

　就労先のルールの下に従事することで仕事に対する責任感が生まれていま

す。

　日々継続した結果、ご利用者全員が一人で配達できるようになったことで

それが成功体験になり、さらなる意欲の向上につながりました。熊が出没し

た時期は、安全のため出発前に県や市の最新情報を確認した上でペアで配達

を行いました。

　今冬より、出発前の確認喚呼・帰所報告の文言を統一しこれを継続するこ

とで、より一層の責任感やケアレスミスを防止する効果が表れています。

【地域連携活動のねらい】

・障がい者と地域企業の相互理解を深めることを目的とします。

【地域にとってのメリット】

・企業での就労を通して障がい者が一般就労のイメージを持ち、自信につな

げていくことを目的とします。

【活動場所】杜のcafé作業場及び盛岡市盛岡駅西通1丁目・2丁目

【実施日程】2025年4月1日～2026年3月31日（火土日祝を除く）

【実施した生産活動・施設外就労の概要】

　盛岡中央郵便局から委託されるゆうメール（約70冊/１日）のエリア分

け・配達業務

【利用者数】9名

連携先の企業等の意見または評価

連携先企業名 盛岡中央郵便局 担当者名 阿部　光啓

　日常的に就労者の方との直接関わる機会はありませんが、杜のCafé様とのやり取りや郵便物の受け渡しを通じて、

落ち着いて安定した運営が行われていると日々感じています。

一人で配達できるようになったことでそれが成功体験になり、就労者の方のさらなる意欲の向上につながるのであれば

今後も杜のCafé様と連携しながら、就労者の方の無理のない形で事業が継続して取り組まれて行くことを期待しています。

就労継続支援Ａ型事業所における地域連携活動実施状況報告書

地域連携活動の概要

事業所番号

管理者名

対象年度

事業所名 ファーム神明町

住　所 岩手県盛岡市神明町7番5号 パルソビル1階

031010514

伊藤　大助

令和7年度電話番号 019-681-7913

様式１

ゆうメールの受け取り

エリア分け作業

配達作業


